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研究背景・目的

　ビッグデータの利活用における困難は３つ、どう蓄え、
どう使い、どう計算するかです。さらに利用目的・方法
も不明確です。「社会をより良く」「生活を便利に」「利
益向上」など利活用の目的は明解ですが、データのどこ
を見て何を調べるか、という具体的な「するべき作業」
は見えにくいものです。モデルを立て、データの必要部
分のみを取り出し、効率的に計算するという常套手段が
使いにくく、解析結果の解釈も非常に難しいのです。本
研究では、目的達成のためデータを使って何ができるか、
どのような手法で計算できるか、という「利活用のデザ
イン」をすること、ビッグデータの特徴を活かし、ロン
グテールの隅々まで網羅的に調べあげる計算手法、その
両面の研究をしています。

研究内容

　解析の目標がわかりにくい場合、データを見える化し
てデータがどのようなものかを把握し、適用手法を選ぶ
ことが重要です。それにはデータ項目間の類似性・共通
性を網羅的に調べ上げ、ある程度の共通性・均質性を
持つグループに分類し、
データがどんな種類の
もので構成されている
かを知る必要がありま
す。今までは、グルー
プ数が少なく均質性が
著しく低い分類、高い
共通性を持つグループ
を見つける際、数が非
常に大きくなる手法し
かなく、こういったデー
タの根源にせまる方法
はありませんでした。
本研究では、非常に短
い時間でデータの類似
性を網羅的に解析する
計算手法と、ノイズ混
じりのデータを明確化
して数の少ない均質な

グループを見つけ出す手法を開発しました。これにより、
巨大なデータでも1時間程度で1000個程度のグループ
に分類することが可能となり、各グループに統計／機械
学習／認識などの技術を適用することで、非常に高い精
度の結果が得られます。

産業応用の可能性

◦人間、動物、企業など、多様な個体の行動データ、購
買データ、Twitter・blogなどの解析

◦都市計画・避難計画・交通制御などに用いる、人の分
布・移動経路の解析

◦ソーシャルグラフ、化学化合物グラフなど、グラフデー
タの解析

◦文書データ、ゲノムデータなどの文字列データの解析
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